
令和元年度広島県特別支援学校教育研究会事業報告 

１ 会員数（1,121 名） 

２ 研究の目的 

  障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するとい

う視点に立ち，一人一人の教育的ニーズを把握し，そのもてる力を高め，学習上又は

生活上の困難を改善・克服するため，適切な指導や支援を行えるよう専門性の向上を

図り，今後の特別支援教育の一層の充実を図る。 

３ 研究主題  

幼児児童生徒を基点とする能動的で深い学びの推進 

４ 活動内容 

(１) 総会の実施 

 令和元年５月 22 日（水） 広島県立広島西特別支援学校 

ア 平成 30 年度事業・決算報告 

イ 令和元年度役員選出 

ウ 令和元年度事業・予算計画 

(２) 教育研究大会の実施 

令和元年 12 月 26 日（木）広島県民文化センター 

ア 研究発表 

研究校４校による教育課程別の研究及び研究発表 

イ 研修報告 

平成 30 年度広島県立教育センター教員長期研修生３名による研究成果報告 

ウ ポスター・展示発表 

研究発表校を除く各校(分校・分級・分教室を含む)によるポスター及び展示発表 

エ 講演 

演題「共生社会の形成に向けた地域協働活動の推進とカリキュラムマネジメント 

              －主体的・対話的で深い学びの視点を踏まえて－」 

講師 弘前大学大学院教育学研究科 教授 菊地 一文 氏 

(３) ホームページ等による情報発信 



５ 研究成果 

本研究会は平成 12 年度に発足し，令和元年度で 20 年目の活動となった。発足当時は

障害種別に５部会に分かれて研究活動を推進していたが，平成 17 年度から各部会を統合

し，研究会全体の研究主題を設定し，特別支援教育における今日的課題から研究テーマ

を設定し，グループ研究により，研究活動を推進してきた。研究大会においては，平成

28 年度までは，グループ別の研究発表のほか，ポスター発表や特色ある取組について学

校企画発表を行ってきた。 

 こうした中，平成 29 年度には特別支援教育に係る国の動向や，広島県の施策，学習指

導要領改訂の趣旨等を踏まえ，研究主題や研究体制を一新した。令和元年度は，広島版

「学びの変革」アクション・プランの全県展開２年目となり，各校では「主体的な学び」

を促す教育活動を推進していることから，研究大会においては，昨年度に引き続き，研

究主題を「幼児児童生徒を基点とする能動的で深い学びの推進」と設定し，教育課程別

に４校の特別支援学校からの研究発表，他の特別支援学校によるポスター・展示発表，

さらには平成 30 年度広島県立教育センター教員長期研修生の研究報告も行い，研究成果

を多くの会員と共有することで，専門性や実践力の向上を図り，本県の特別支援教育の

充実・発展につなげていきたいと考えた。また，昨年度に引き続き，弘前大学大学院教

育学研究科 教授 菊地 一文 氏をお迎えし，「共生社会の形成に向けた地域協働活動

の推進とカリキュラムマネジメント－主体的・対話的で深い学びの視点を踏まえて－」

と題して御講演をいただいた。 

このように令和元年度は，本研究会や研究大会が各校の実践や研究成果を共有する場

となるとともに各校の広島版「学びの変革」アクション・プランの推進や新学習指導要

領に基づき，「主体的，対話的で深い学び」に向けた更なる専門性の向上の一助となった

ことが成果として挙げられる。さらに新学習指導要領の理解と実践につながることが確

認することができた。関係者並びに会員等から頂いた意見やアンケートでは，おおむね

高い評価を受けることができた。 

  



令和元年度広島県特別支援学校教育研究大会 実施報告 

 

1 日 時 令和元年 12 月 26 日（木） ９：45～16：30 

2 会 場 広島県民文化センター 

3 参加者 480 名／会員数 1,121 名（参加率 43％） 

4 教育研究大会内容及びアンケート結果（アンケート回収数 319 枚 回収率 66％） 

(１) 研究発表 

 学校名 研究テーマ 

① 呉南特別支援学校 幼児児童生徒の思考力を育むために 

② 三原特別支援学校 
三原特支『付けたい力』を目指した授業づくり 

～チームの強みを生かした授業研究～ 

③ 黒瀬特別支援学校 
児童生徒一人一人の「働く」生活を目指した授業づくり 

-主体的な学びを促進する授業づくりの探求― 

④ 西条特別支援学校 
主体的に学ぶ児童生徒を育む授業づくり 

３年間の取組 

 

 
 

 

 
 

 

 




幼児児童生徒の
思考力を育むために


広島県立呉南特別支援学校 聴覚障害部門


平成28年度～平成30年度
研究テーマ


幼児児童生徒の思考力を育むために


聴覚障害部門


主体的な学びを行うために～ＩＣＥモデル～


Ideas


【アイデア】


•学習に必要な知識


•語彙


•基本的な概念


•学習過程における
複数のステップ


Connections


【つながり】


•アイデアとアイデ
アのつながり・関
係


•学んだことと既有
知識を関連付ける


Extensions


【応用】


•学んだことを別の
場面で活用する


•自分なりに工夫す
る


気付く つなぐ 使う


つなぐ


使う


【呉南版】学びを「活用する力」を
育む授業づくり


聴覚障害部門研究テーマの設定


幼児児童生徒の思考力を育むために


言語力に課題
がある。


物事を表面的
に捉えがち。


論理的な思考
が苦手


幼児児童生徒
の実態


聴覚障害部門研究テーマの設定


幼児児童生徒の思考力を育むために


言葉を使う
場面設定


思考を深める
ための手立て


考える過程が十
分に言語化・整
理できていない。


指導の改善点







３年間の研究


平成28年度
（１年目）


○研究テーマの設定及び実態把握
○授業づくりのポイントの整理
○３つのキーワードを意識した授業
づくり


平成29年度
（２年目）


○授業実践
○幼小連携に焦点を当てたチェック
リストの作成


平成30年度
（３年目）


○学部間・学年間のつながりを
意識した授業づくり


平成28年度 授業づくりのポイント作成


平成29年度 チェックリスト作成 平成30年度 各発達段階で付けたい力の整理


学部 付けたい力


中学部
結論に至る思考の過程を，言葉（日本語）で正確に理解し，
適切な言葉で説明することができる。


小学部
高学年


筋道の通った文章となるように，文章全体の構成を考えて話
をすることができる。


小学部
中学年


理由や事例を挙げながら，話の中心に焦点を当てて話をする
ことができる。


小学部
低学年


行動したことや経験したことを，順序に沿って話すことがで
きる。


幼稚部 自分の経験や思いを言葉で表すことができる。


平成30年度 目指す幼児児童生徒の姿の整理


学部 付けたい力


中学部
気付く・つなぐ・使うが自分でできる。（既習事項を用いて
それを使おうとする意識をもたせる）


小学部
高学年


気付く・つなぐ・使うを学習の中で自分でできるようになる。
（気付く・つなぐまでは確実に）


小学部
中学年


気付く・つなぐまでを繰り返し，自分で整理することができ
る。


小学部
低学年


気付いたことを相手に分かるように伝えることができる。


幼稚部 いろいろな気付きをことばで話すことができる。


成果


□予備知識の習得や学習につながる経験の蓄積が，


授業の際の気付きにつながり，思考する際の材料


となることが分かった。


□教材研究の在り方について，見直すことができた。


＜ポイント＞


・教科学習の基礎となる知識や概念が身に付いて


いるか，実態把握を行う。


・身に付いていなければ，授業までにどのような


生活経験を積み重ねればよいか検討する。







課題


□教材研究の在り方について再検討をする。
・幼児児童生徒の望ましい準備態勢（レディネ
ス）をどの観点で設定するか


・実態把握のためにどのようなレディネステスト
を行えばよいか


・レディネスを整えるための活動をどのように設
定すればよいか


令和元年度 聴覚障害部門研究テーマ検討


幼児児童生徒の思考力を育むために


言語力に課題
がある。


学習言語への
移行に課題


書く・話す・
考える経験の


不足


学習の基盤と
なる生活経験
の不足


幼児児童生徒
の実態


幼児児童生徒の思考力を育むために


思考につながる
発問の工夫


実態把握に基づ
くレディネスを
整える研究


言語力を育む
手立て


令和元年度 聴覚障害部門研究テーマ検討


指導の改善点


令和元年度の研究テーマ


～レディネスを踏まえた


授業づくり～


幼児児童生徒の思考力を育むために


学習活動のレディネスを「基礎知識」
「言語力」「生活経験」で捉え，支援
することで学習の定着につながる。


研究仮説


検証方法の検討


授業力評価シートの項目を参考にして行う。


・幼児児童生徒の変容を検証する指標


・教師の手立ての妥当性を検証する指標
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▽研究テーマ


三原特支『付けたい力』を目指した授業作り
～ チームの強みを生かした授業研究 ～


▽研究仮説


小グループのチームによる授業研究を行うこと
で，全員が役割をもって授業研究に参加し，三原
特支『付けたい力』についての理解を深め，教職
員全員が三原特支『付けたい力』を目指した授業
づくりができるであろう。


１ 研究テーマ・本校の取組について


学校教育目標
障害のある児童生徒の能力や可能性を最大限に伸ばし，自立，社会参
加そして社会貢献を行うための基盤となる「生きる力」を培う。


育てたい児童生徒像


（１）ルールを守り，挨拶等礼儀正しく振る舞うことのできる児童生徒（礼儀）
（２）感謝の心を持ち，それを伝えることのできる児童生徒（感謝）
（３）自分を大切にし，自らを高めようとする児童生徒（挑戦）


礼儀 感謝 挑戦


三原特支で
付けたい力


確かな知識・技能
体力


知識・技能


情報活用能力
コミュニケーション能力


思考力・判断力・表現力


主体性
自己肯定感
耐える力
（忍耐力）


学びに向かう力・人間性


どうやって
この力を
つけさせたら
いいんだろう…


どんな
活動や目標が
いいんだろう…


誰に相談をしよう…


急に話しかけて
迷惑じゃないかな…


◎チームによる授業改善


◎助け合い・学び合い


研究部


○誰に相談をしたら良いのか
→小グループの作成


○何を話したら良いのか
→協議シートの作成


○いつ相談をしたらよいのか
→事前協議日，授業日，事後協議日の集約


▽研究方法


○小グループの作成
○役割分担
・授業者
・記録
・司会，発表
・ＰＰ作成者 等
○年2回の授業研究


１ グループ研究の実施


○各グループでの授業
研究を共有するため，
プレゼンテーション
形式で報告会を実施


２ 報告会の実施


○「三原特支『付けた
い力』」に関するア
ンケートを実施し，
教職員の理解度や意
識度を確認
○改善点等の集約
○ポータルアップによ
る周知


３ 意識等調査の実施


２ 研究内容について







１ グループ研究


事前協議


事後協議


▽年２回


▽各学部での小グループ作成


（1年目：9グループ 2年目：12グループ）


▽研究の流れ


①事前協議（事前協議シートの記入）


②授業実施（ビデオ記録）


③事後協議（ビデオ＋事後協議シートでの授業検討）


動画 動画


２ 報告会の実施


報告会用スライドの


一部→


▽全学部合同


▽共通の発表用スライド様式の活用


動画


＜アンケート結果＞（令和元年度）
６月


8月


３ 意識等調査の実施 １・２年目（平成30年度・令和元年度）


・５～６人グループ
（経験年数別グループ）
・協議シートの作成
・ポイントリストの作成
・研究協議の実施
・協議会の集約
・報告会
(各グループ10分程度)


・４～５人グループ
（「付けたい力」ごとの
グループ編成）
・協議シートの焦点化
・研究協議の実施
・協議会の集約
・報告会
（各グループ５分程度）


・授業について，多くの
意見をもらうことができ
た。
・授業を見合ったり，悩
みを話したりすることで，
チームの基盤づくりへ
のきっかけとなった。


・「付けたい力」への理
解，意識度が上がらな
かった。
・事前，事後協議の際
に，自分の意見を伝え
ることが難しい教員も
いた。
・話が「付けたい力」か
ら逸れることもあった。


取組 成果 課題


取組


1年目（H30）


2年目（R元）


３年目（令和2年度）に向けて


・４～５人グループ
（「付けたい力」ごとの
グループ編成）
・協議シートの焦点化
・研究協議の実施
・協議会の集約
・報告会
（各グループ５分程度）


・「付けたい力」につい
て「児童生徒を見る力」
を高めるための様式と
事後協議の在り方を研
究・実施する。
・５～６人グループ
・「付けたい力」ごとの
グループ編成
・協議シートの焦点化
・研究協議の実施
・協議会の集約
・報告会
（各グループ７分程度）


・「付けたい力」への意
識度が上がった。
・当事者意識が高まり，
全教職員で取り組むこ
とができた。


・アドバイスに対して，
どのアプローチが児童
に適しているか悩むこ
ともあった。
・より多くの意見をもら
いたい。
・せっかく良い授業をし
ているのに，報告が5
分はもったいないので
は。


取組 成果 課題


取組


２年目（R元）


３年目（R２）


富山大学人間発達科学部
附属特別支援学校と連携・
協力体制


挑戦礼儀 感謝


生きる力


教職員全員での授業研究・チームづくり


当
事
者
意
識
で
！


付けたい力を付ける授業


まとめ
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広島県立黒瀬特別支援学校


教育研究部


令和元年12月26日（木） 資料
広島県特別支援学校教育研究大会


黒瀬特別支援学校
研究の概要について


1


発表の流れ
１．本校の紹介


２．研究テーマ


３．「授業づくりのポイント」


４．「育てたい力段階表」


５．校内授業研究会の紹介
2


〇 学校教育目標


児童生徒一人一人に応じた将来の夢や希望，身の周りの


仕事や社会参加への関心・意欲，職業観・勤労観を育成する。


（令和元年１０月１日現在）


学校の紹介


3


小学部 48名 中学部 31名 高等部 76名
合計155名


児童生徒一人一人の「働く」


生活を目指した授業づくり


－主体的な学びを促進する
授業づくりの探究―


主体的な学びを促進する授業づくりの探求―


学校研究テーマ


4


黒瀬特別支援学校の「働く」定義


5


「働く」とは，就労のみを意味するのでは


なく，自分の力を存分に発揮することに


よって，


集団や社会の一員として人に認められ，


必要とされ，喜びや達成感を得ること。


キャリア教育を基底に据え，児童生徒一人一人の
「働く」生活を目指した授業づくりをめざし，意欲，
主体性を高める分かって動ける授業づくりについて
研究を深める。


授業研究の成果を「授
業づくりのポイント」
に整理し，授業づくり
のノウハウの蓄積，共
有，活用を行い，授業
改善のシステムを構築
する。


ぶれない支援，合理的配慮の基礎


実態把握が整理された
教育支援計画


教材ライブラリーをファイ
ルサーバー上に作成し，教
材の共有化を図る。また，
簡単に質の高い教材を作る


環境を整える。


「
分
か
る
」
「
で
き
る
」
経
験
を
積
み
重
ね


主
体
的
に
生
活
す
る
意
欲
・
態
度
・
ス
キ
ル


を
育
て
る


育てたい力段階表


主体的
な学び


課題対
応能力


自己理
解・自己
管理能力 知識


スキル


キャリア
プランニ
ング能力


人間関係
形成・社
会形成能
力


意欲
態度


働きたい
という夢
や希望


「 や り た
い」「なり
たい」気持
ち


小・中・高と系統性のある


教育課程・シラバス


コンピテンシー


児童生徒一人一人の
「働く」生活を目指し
た授業づくり


－主体的な学びを促進
する授業づくりの探究
－


本校全体
の取組


6







全体 小 中 高


４月 研究推進計画の提示


５月 育てたい力段階表，
授業づくりポイントの研修


６月 小学部の校内授業研究会 校内授業研


７月 中学部の校内授業研究会
校内授業研


８月


９月 高等部の校内授業研究会 校内授業研


10月


11月


12月


１月


２月 公開授業研究会 公開授業研 公開授業研 公開授業研


３月


学級またはグループによる研究授業


１年間のスケジュール


7 8


授業づくりポイント


①キャリア教育を規定にすえた授業づくり 取組の基本認識


●キャリアとは ●キャリア教育とは


●「働く生活」を目指す必要性


●生活意欲を高めるためのポイント


●働く意欲を高めるためのポイント


9


授業づくりポイント 理論編


②広島県版 学びの変革アクションプランの取り組み


③黒瀬特別支援学校 キャリア教育を基底に据えた
「学びの変革」に結びつく研究活動について


●広島県版 学びの変革アクションプランで目指す学び方


主体的な学び 深い学び


「深い学び」を促す学習活動のポイント
10


実践編授業づくりポイント


４つのステップ


①「実態把握」


②「目標設定」


③「意欲・主体性を引き出す分かって動ける
授業づくり」


④「評価の方法」


「指導者に役立つポイントリスト」
※「広島県立教育センター研究紀要」から引用


育てたい力段階表


11


４つの
能力


自己理解・自己管理能力


人間関係形成・社会形成能力


キャリアプランニング能力


課題対応能力


12


① ② ③ ④ ⑤ ⑥


小
学
部


中
学
部


高
等
部







13


育てたい力段階表
自己理解


自己管理能力


14


育てたい力段階表
人間関係形成
社会形成能力


呼ばれたら相手の
方向を見て，


他者を意識できる。


適切な質問が
できる。


挨
拶
・
返
事
・
報
告
・


質
問
が
で
き
る
力


15


育てたい力段階表 キャリアプランニング能力


16


育てたい力段階表 課題対応能能力


成果


「育てたい力段階表」を使って実態把握し，


「授業づくりポイント」を活用して授業を行う


ことで，児童生徒の主体的な活動を促進す


ることができた。


17


自ら考え，自分らしい夢や希望，生き方を実現
し社会の中で自立した豊かな生活を送るひと


今後の課題


18


「育てたい力段階表」の活用法の検討
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広島県立西条特別支援学校


令和元年12月26日
令和元年度
広島県特別支援学校教育研究大会


肢体不自由を有する児童生徒を対象とした
特別支援学校


（全児童生徒数 67名 ５月１日現在）


単一障害学級
（17名）


重複障害学級
（50名）


園生（52％） 通学生（48％）


●小学部から高等部までの児童生徒が在籍
しており，実態は様々。
⇒11の教育課程を編成
●児童生徒の転入転出が多く，人数が流動
的である。（若草園に手術やリハビリのた
め，短期で入園して退園する。）


⇒年度途中での学級編制の変更もある。
主体的に学ぶ児童生徒を育む
授業づくり
～各教科・領域のつながりを意識することを通して～


本校の目指す子ども像


①様々なことに興味・関心をもち，進んで学ぶ児童生徒


②自分を豊かに表現できる児童生徒


主体的な学びの姿の捉え直し
本校の主体的な学びの姿を定義


【Ⅰ類型・・・準ずる教育課程】


〇自ら課題を見付け，


〇学び考え，


〇よりよく課題を解決することができる。


各類型ごとの「主体的な学びの姿」


【Ⅱ類型・・・知的代替の教育課程】


〇意欲的に活動に参加する。


〇意見を出し合い，


〇よりよい方法を考えることができる。


【Ⅲ類型・・・自立活動を中心とした教育課程】


〇自分からの動きがある。


〇活動の見通しをもっている。


〇自分なりの意思表示がある。


〇主体的な学びに向かう基礎的活動







教材・教具の工夫
定義した主体的な学びの姿を促す授業づくりに
おいて活用した教材・教具について


②自立活動アセスメントシートVer.３の活用


③教材・教具シートの作成及び共有


①29年度定義した主体的な学びを意識した授業づくり


②自立活動アセスメントシートVer.３の活用


③教材・教具シートの作成及び共有 ③教材・教具シートの作成及び共有


１ ２
３


４ ５ ６


主体的な学びを促す授業づくり
～教材・教具の工夫を通して～


自立活動アセ
スメントシー
トVer.３の活用


教材・教具
シートの作
成・活用


課題を抽出し，課題相互の関
連性から児童生徒の目標を
明確化することができた。


各類型教科において主体的
な学びの姿を意識した授業づ
くりに取り組むことができた。


サブテーマ
～各教科・領域のつながりを


意識することを通して～


自立活動アセ
スメントシー
トVer.３の活用


教科等関連
シートの作
成・活用


自立活動アセスメントシートVer.３から各
単元，題材の目標に関係する実態のう
ち「できること」を関連付け深い学びをね
らう。


単元，題材の目標を達成するにあたっ
て他教科・領域との関連性を明確化す
る。







サブテーマ
～各教科・領域のつ
ながりを意識する
ことを通して～


御清聴ありがとう
ございました。
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アンケート結果から是非活用したい又は

活用したいとの回答は，記入者全体の

94.7％であった。 

また，「新学習指導要領等を根拠としなが

ら，様々な工夫が考えられている。」「児童

生徒に付けたい力を明確にして取り組んで

いた。」「思考力を育むための具体的な手立

てを知ることができた。」「達成感を子供に

もたせることが主体性を引き出すことにつ

ながる。」等の意見があった。 

 

教育課程別の研究発表を行うことにより，

各校の実践及び取組状況が分かりやすく示

されていた。 

 

(２) 研究報告  

平成 30 年度広島県立教育センター教員長期研修生研究成果発表 

 学校名 研究テーマ 

① 
福山北特別支援学校 

 教諭 渡邉  樹 

知的障害のある児童の読みの流暢性を高める指導の工夫 

-多層指導モデルＭＩＭの活用を通して- 

② 
福山北特別支援学校 

 教諭 青垣 和也 

知的障害のある生徒の外国語科における 

やり取りする力を育む指導の工夫 

-非言語コミュニケーションを取り入れた言語活動を通して- 

③ 

呉特別支援学校 

江能分級 

 教諭 平川 真衣 

知的障害を伴う自閉症のある生徒の対人場面における 

思考力・判断力・表現力等を高める指導の工夫 
-ソーシャルシンキングの考え方を取り入れたプログラムの活用を通して- 

 

  

是非活用

したい

24.5%

活用した

い

70.2%

あまり

活用で

きない

2.8%

全く活

用でき

ない

0.3%

未記入

15.4%




知的障害のある児童の読みの流暢性を高める指導の工夫
― 多層指導モデルＭＩＭの活用を通して ―


広島県立福山北特別支援学校 渡邉 樹


I 研究の基本的な考え方


１ 読みの流暢性を高める指導


(1) 読みの流暢性


日本ＬＤ学会（2017）は，流暢性とは，「単語


や文章を正確に，速く，よどみなく，適切な抑揚


とリズムをつけて読むこと。」1)と述べている。


本研究においては，児童の実態を考慮し，読み


の流暢性を「単語を正確に，速く，滑らかに読む


こと」と考える。


(2) 読みの流暢性を高める意義


日本ＬＤ学会（2017）は，「一文字ずつの逐次


読みでなくすらすらと流暢に読むことで，読む内


容に集中し，内容の理解に力を注ぐことができ


る。」2)と述べている。


海津亜希子（2016）は，読みの速さが高まるこ


とで，読むことへの疲労感が軽減され，読むこと


への意欲が高まると述べている。


これらのことから，読みの流暢性を高めること


で，児童の読みの負担を減らし，内容の理解を促


進し，読むことへの意欲を向上させることができ


ると考える。


(3) 読みの流暢性を高める指導


海津（2010）は，「文字と音との結びつきを理


解する力」が読みの基本であり，語を正確に読む


ことが読みの流暢性へつながると述べている。ま


た，特殊音節は文字と音が一対一に対応しないた


め，習得が困難であり，正確な読みを習得させる


ためには明確なルールを伝えることが重要であ


ると述べている。さらに，海津（2016）は，「視


覚性語彙（逐字でなく，かたまりとして語を捉え


る）を増やすこと」により，読みのスピードを高


めることができると述べている。


２ 「多層指導モデルＭＩＭ」の指導


海津（2010）は，特殊音節の読みと視覚性語彙


を身に付けさせるための指導パッケージとして，


「 多 層 指 導 モ デ ル Ｍ Ｉ Ｍ （ Multilayer 


Instruction Model）」（以下「ＭＩＭ」とする。）


を開発している。「ＭＩＭ」とは，「通常の学級


において，異なる学力層の子どものニーズに対応


した指導・支援をしていこうとするモデル」3)で


あり，「子どもが学習につまずく前に，また，つ


まずきが深刻化する前に指導・支援を提供してい


くこと」4)を目指したものであると述べている。


さらに，「ＭＩＭ」の指導は，特殊音節を含む語


の正確で素早い読みを目指していると述べてい


る。


３ 「ＭＩＭ」を活用した指導の工夫


(1) 知的障害のある児童の学習上の特性


特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小


学部・中学部）（平成30年）では，知的障害のあ


る児童生徒の学習上の特性として，「学習によっ


て得た知識や技能が断片的になりやすく，実際の


生活の場面の中で生かすことが難しい」5)「成功


経験が少ないことなどにより，主体的に活動に取


り組む意欲が十分に育っていないことが多い。」


研究の要約


本研究は，知的障害のある児童の読みの流暢性を高めることを目的とする。所属校の児童は，特殊


音節を読むことや，平仮名の単語を正確に，速く，滑らかに読むことといった読みの流暢性に課題が


ある。文献研究から，通常の学級において，「多層指導モデルＭＩＭ」の指導が読みの流暢性の向上


に成果を示していることが分かった。そこで，「多層指導モデルＭＩＭ」を知的障害の特性に応じて


工夫して活用した。その結果，「多層指導モデルＭＩＭ」の動作化や記号化などを活用することで，


児童は正確に読めたり，読もうとする意欲が高まったりした。このことから，「多層指導モデルＭＩ


Ｍ」を知的障害の特性に応じて工夫し，活用することは，特殊音節のルールを習得させるために効果


的であることが分かった。また，特殊音節のルールの習得度や読みの流暢性が十分に高まらなかった


児童もいたことから，より細かい段階に分けた継続的な指導を検討する必要があることも分かった。







6)と示されている。また，知的障害のある児童生


徒に生じやすい困難さとして「概念的スキルの困


難性」を挙げ，その例として言語発達（言語理解，


言語表出能力など），学習技能（読字，書字，計


算，推論など）が示されている。


(2) 知的障害の特性に応じた「ＭＩＭ」を活用し


た指導の工夫


指導に当たっては，「ＭＩＭ」を知的障害の特


性に応じて次のように工夫して活用する。


ア 「ＭＩＭ－ＰＭ」の活用及び「単語読み課題」


の実施


「ＭＩＭ－ＰＭ」の活用に当たっては，児童が


思考する時間を十分確保するため，時間を延長し


て行う。また，アセスメントのルールを確実に理


解させるため，実際のアセスメントと同様の形式


のプリントに取り組ませる時間を設ける。


また，児童の特殊音節のルールの習得状況をよ


り詳細に把握するため，「単語読み課題」を作成


し，実施する。


イ 継続的な指導


日常的に既習事項に触れる機会を設けるため


に，毎日，特殊音節を含む単語を読ませる。その


際，特殊音節のルールを説明するカードを教室に


掲示しておき，それを基に考えさせることで，


ルールの理解や定着を促す。


ウ 視覚化の活用


単語を提示する際は，音節のまとまりを捉えや


すくしたり特殊音節に注目させたりするために，


タブレット端末を用いて１音節ずつ提示する。ま


た，特殊音節のルールを学習する段階では，１マ


スに１音節ずつ表示する。


エ 段階的な指導


「絵に合うことばさがし」を活用する際は，


「っ」と「つ」の違いに注目させるために選択肢


を「がっき」と「がつき」にするなど，指導内容


を焦点化する。また，指導初期では選択肢を二つ


とし，読みの習得状況に応じて選択肢を三つにし


たり，誤った選択肢のパターンを変えたりする。


「３つのことばさがし」を活用する際は，単語


を二つに減らす，単語に合った絵を提示すると


いった工夫を取り入れる。また，児童のなじみの


深い単語を用い，単語のまとまりを捉えやすくさ


せるといった工夫も取り入れる。


オ 動作化の活用


拗音の読み方を指導する際は，児童が動作を通


して理解することができるよう，図１のように


「拗音さんかくシート」を提示し，シートを指で


なぞらせながら発音させる。


図１ 「拗音さんかくシート」の活用


Ⅱ 研究のまとめ


１ 研究の成果


○ 「ＭＩＭ」を知的障害の特性に応じて工夫し


て活用し，指導を行うことで，正確に読む単語


が増え，特殊音節のルールの習得度を高めるこ


とができることが分かった。また，特殊音節の


ルールを確実に習得させることで，日常生活に


おいても般化させることができることが分


かった。


○ 「ＭＩＭ」を活用した指導を行うことで，平


仮名を学習したり読んだりする意欲を育むこ


とができることが分かった。


２ 研究の課題


○ 短期間の指導では，特殊音節のルールや読み


の流暢性等を習得することが困難であった児


童もいたことから，児童の実態に応じた継続


的，段階的な指導を行う必要がある。


○ 研究授業において，文字や記号を見て，動作


化しながら読むという複数の要素を含む活動


が困難である様子が見られたことから，提示す


る情報の順序や精選について検討する必要が


ある。


○ 視覚性語彙を活用した読みの速さに変容が


見られなかったことから，読みの速さをより高


め，内容の理解を促進するため，視覚性語彙を


増大させる段階的な指導を検討する必要があ


る。


【引用・参考文献】
1) 一般社団法人日本ＬＤ学会（2017）：『ＬＤ・ＡＤＨ


Ｄ等関連用語集 第４版』日本文化科学社p.189
2) 一般社団法人日本ＬＤ学会（2017）：前掲書p.189
3) 海津亜希子（2010）：前掲書p.46
4) 海津亜希子（2010）：前掲書p.46
5) 文部科学省（平成30年）：『特別支援学校学習指導要


領解説 各教科等編（小学部・中学部）』開隆堂出版p.26
6) 文部科学省（平成30年）：前掲書p.26
海津亜希子・杉本陽子（2016）：「第１章 多層指導モデ


ルＭＩＭとは」『多層指導モデルＭＩＭアセスメントと
連動した効果的な「読み」の指導』学研教育みらい


文部科学省初等中等教育局特別支援教育課（平成25年）：
『教育支援資料～障害のある子供の就学手続と早期か
らの一貫した支援の充実～』
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知的障害のある生徒の外国語科におけるやり取りする力を育む指導の工夫 
― 非言語コミュニケーションを取り入れた言語活動を通して ― 


 


広島県立福山北特別支援学校 青垣 和也 


 


 
 


Ⅰ 研究の基本的な考え方 
 
１ やり取りする力 


文献研究から，本研究の知的障害のある生徒の


外国語科におけるやり取りする力は，表１で示し


ているCEFR（CEFR-J）レベルの「（Pre-A1）」


レベル，つまり，英語学習の初期段階（小学校段


階）の目標に相当する力と考える。そこで，本研


究では，知的障害のある生徒の外国語科における


やり取りする力を，「簡単な英語表現を使って，


挨拶や指示に応答したり，気持ちを伝え合った


り，質問に答えたりする力」とする。 


 
表１ 「外国語」等における小・中・高等学校を通じた国


の領域別の目標「話すこと（やり取り）」（抜粋）1) 


CEFR 
レベル 


話すこと（やり取り） 


(Pre-A1) 


○挨拶やごく短い簡単な指示に応答することができ


るようにする。 


○相手のサポート（ゆっくり話す，繰り返す，言い


換える，自分が言いたいことを表現するのに助け


船をだしてくれる など）があれば，自分に関する


ことについてごく簡単な質問に答えることができ


るようにする。 


 


２ 知的障害の特性と指導・支援 


特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小


学部・中学部）（平成30年）では，知的障害のあ


る児童生徒の学習上の特性として，知識や技能が


断片的になりやすく，実際の生活の場面の中で応


用することが難しいことや，成功経験が少ないた


め主体的に活動に取り組む意欲が十分に育って


いないことが示されており，知的障害のある児童


生徒の教育的対応として，生活に結び付いた学習


活動を行うこと，成功体験を増やすこと，主体的


な活動を促すことなどが重要であると示されて


いる。 


特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立


活動編（幼稚部・小学部・中学部）（平成30年）


では，コミュニケーションが成立しにくい場合の


対応として，簡単なジェスチャーを交えたりする


など，要求を伝える手段を広げるとともに，人と


のやり取りなどを通して，自分の意図を伝えたり，


相手の意図を理解したりして，適切なかかわりが


できるように指導することが大切であると示さ


れている。 


竹野政彦・田中由紀子・門西昭臣（平成25年）


は，動作を伴う学習や，視覚的支援のある学習な


どの指導・支援方法は，知的障害のある児童生徒


にとって効果的であると述べている。 


これらのことから，知的障害のある児童生徒に


は，主体的な活動を促すこと，実際的な場面での


成功体験を増やすこと，言葉の意味やコミュニ


ケーションの意図が分かりやすいように，ジェス


チャーなどの動作化・視覚化した指導・支援を行


うことがやり取りする力を育むために有効であ


ると考える。 


 


３ やり取りする力を育む指導の工夫 


(1) 非言語コミュニケーションを取り入れた言


語活動 


小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック


研究の要約 


本研究は，知的障害のある生徒の外国語科におけるやり取りする力を育むことを追究したものであ


る。所属校の高等部に在籍する知的障害のある生徒は，適応行動の困難さや，コミュニケーションの


困難さがあることから，外国語を用いてやり取りすることに課題がある。文献研究から，知的障害の


ある生徒には，言葉の意味やコミュニケーションの意図が分かりやすいように，ジェスチャーなどを


取り入れて動作化・視覚化したり，生徒の成功体験を増やし，学習活動への意欲が育つように，主体


的な活動を促したりする指導・支援を取り入れることが重要であると分かった。そこで，外国語科の


指導において，知的障害のある生徒の特性を踏まえ，非言語コミュニケーションを取り入れた言語活


動を実施した。その結果，知的障害のある生徒が，自信をもって，楽しく積極的に英語でやり取りす


る場面が見られた。このことから，非言語コミュニケーションを取り入れた言語活動を行うことは，


知的障害のある生徒の外国語科におけるやり取りする力を育むことにおいて，有効であることが分


かった。 







 


（平成29年）では，「話すこと〔やり取り・発


表〕」の指導の在り方として，教師が積極的に


英語を使う姿勢や，「コミュニケーションの際


に大切にしたい『笑顔で』『目を見て』『はっ


きりした声で』『相手の言ったことに反応しな


がら』英語を話そうとする姿勢」2)を見せるこ


とが大切であると示されている。 


投野由紀夫（2013）は，CEFR-JのPre-A1レベル


「やりとり」の指導例として，ジェスチャーを付


けて，簡単な言葉で友だちに自分の気持ちを伝え


る活動や，日常の挨拶や季節の挨拶をしたり，そ


うした挨拶に応答したりする活動を例に挙げて


おり，「『やりとり』では身振りや表情，その他


の言語外の情報（非言語＝ノンバーバル・コミュ


ニケーション）を理解し，使い分ける必要があ


る。」3)と述べている。  


これらのことから，英語学習の初期段階である


知的障害のある生徒の外国語学習は，非言語コ


ミュニケーションを取り入れることにより，積極


的にコミュニケーションを図ろうとする態度を


育むことができ，コミュニケーションを継続する


ことができると考える。そこで，知的障害のある


生徒の外国語におけるやり取りする力を育むた


めには，非言語コミュニケーションを取り入れた


言語活動を行うことが有効であると考える。な


お，本研究で取り入れる言語活動の非言語コミュ


ニケーションを，「視線」，「表情」，「ジェス


チャー」，「相づち」，「声の大きさ」とする。 


(2) 非言語コミュニケーションを取り入れた指


導・支援の工夫 


直山木綿子（2014）は，非言語コミュニケーショ


ン力を高める方法として，実演や再現，VTRを活


用すること，効果的な非言語コミュニケーション


表現を発見させて，模倣（真似）をさせることが


効果的であると述べ，非言語コミュニケーション


力は，指導者の意図的な指導で高まると述べてい


る。 


染川加奈子（平成28年）は，非言語的な手段を


高めるための指導の工夫として，ペア・グループ


ワークでの活動を設定することで，コミュニケー


ションの必然性が生じ，アイコンタクトなどの重


要性に気付かせることができると述べ，１単位時


間の終末で，英語表現や非言語表現がどのくらい


できたかを振り返ることができるリストを活用


することで，達成感や成就感につながり，次の学


習に意欲が高まり，コミュニケーション能力が育


成されると述べている。 


これらのことから，知的障害の特性に応じた，


非言語コミュニケーションを取り入れた指導・支


援の工夫について表２のように整理する。 


 


 


表２ 知的障害の特性と非言語コミュニケーションを取


り入れた指導・支援の工夫 


障害の特性 指導・支援の工夫 


知識及び技能が


生活の場で応用


されにくい 


〇指導者が，意図的かつ積極的に非言語コ


ミュニケーションを活用する。 


〇英語表現と一緒に，効果的な非言語コ


ミュニケーションを模倣させる。 


主体的に活動に


取り組む意欲が


十分に育ってい


ない 


〇再現動画を比較させ，効果的な非言語コ


ミュニケーションを発見させる。 


〇ペアワークを設定した言語活動を取り


入れ，使用した非言語コミュニケーショ


ンを互いに評価させる。 


 


Ⅱ 研究のまとめ 


１ 研究の成果 


 知的障害のある生徒の外国語科におけるやり


取りする力を育むために，非言語コミュニケー


ションを取り入れた言語活動を行うことは，有


効であることが分かった。 


 障害の特性に応じて，非言語コミュニケーショ


ンを取り入れた指導・支援の工夫を行うこと


は，大切であることが分かった。 


 


２ 研究の課題 


 知的障害のある生徒の外国語科におけるやり


取りする力を高めるためには，多様な場面を設


定し，学習で身に付けた力を般化させることが


できるよう，継続的に取り組む必要があると考


える。 


 他の教科・領域においても，障害の特性に応じ


て，非言語コミュニケーションを取り入れた指


導・支援の工夫ができるように改善していきた


い。 
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知的障害を伴う自閉症のある生徒の 


対人場面における思考力・判断力・表現力等を高める指導の工夫 
― ソーシャルシンキングの考え方を取り入れたプログラムの活用を通して ― 


 


広島県立呉特別支援学校江能分級 平川 真衣 


  


 


Ⅰ 研究の基本的な考え方 


 


１ 対人場面における思考力・判断力・表現力等 


 本研究での対人場面における思考力・判断力・


表現力等は，その場の状況やその状況の中にいる


特定の人を観察して問題を見いだし，自らどう行


動すべきか，解決の方向を考え，解決方法を判断


し，結果を予測しながら行動する力であると考え


る。 


 


２ 対人場面における思考力・判断力・表現力等


を高める指導～ソーシャルシンキング 


「ソーシャルシンキング」は，アメリカで認定


言語聴覚士のミシェル・ガルシア・ウィナーらに


よって，知的障害がない自閉スペクトラム症をは


じめとする対人認知能力に困難がある人を対象


として開発された認知行動論的アプローチであ


る。グループワークを通して，見聞きしたことか


ら必要な情報を収集したり，役割を交替して演じ


たりすることで，相手の意図を推測し，文脈に応


じた行動を自分で考え出すことができるよう指


導するものである。 


また，稲田尚子（2016）は，ソーシャルシンキ


ングについて，「まわりの人が何をしているかを


よく観察し，その場でどんな行動が期待されてい


るのか，などを考えることにより，いつ，誰と，


どこにいるかに応じた適切なふるまいを自分で


考え出すための方略である。」と述べている。 


 


３ 知的障害の特性と特性に応じた指導・支援 


(1) 知的障害の特性 


文部科学省（平成25年）は，「知的障害とは， 


 


一般に，同年齢の子供と比べて，『認知や言語な


どにかかわる知的機能』が著しく劣り，『他人と


の意思の交換，日常生活や社会生活，安全，仕事，


余暇利用などについての適応能力』も不十分であ


るので，特別な支援や配慮が必要な状態とされて


いる。また，その状態は，環境的・社会的条件で


変わり得る可能性があるといわれている。」と示


している。 


また，特別支援学校学習指導要領解説各教科等


編（小学部・中学部）（平成30年，以下「29年各


教科等編」とする。）では，知的障害のある生徒


の学習上の特性として「学習によって得た知識や


技能が断片的になりやすく，実際の生活の場面の


中で生かすことが難しいことが挙げられる。」と


示されており，抽象的な内容の指導では，効果が


薄いと示されている。 


(2) 知的障害の特性に応じた指導・支援 


「29年各教科等編」では，知的障害のある生徒


の学習上の特性及び教育的対応の基本として，


「抽象的な内容の指導よりも，実際的な生活場面


の中で，具体的に思考や判断，表現できるように


する指導が効果的である。」「生活に結びついた


具体的な活動を学習活動の中心に据え，実際的な


状況下で指導するとともに，できる限り児童生徒


の成功経験を豊富にする。」と示されている。独


立行政法人国立特別支援教育総合研究所（2012）


は，知的障害のある子供へのコミュニケーション


に関する配慮について，伝えるべき内容を絞って


伝えること，具体的で平易な表現で伝えること，


言葉だけでなく，実物や写真，絵カードの活用に


より視覚化することなどを示している。菊地一文


（2013）は，何のためにやるのかという必然性及


研究の要約 
本研究は，知的障害を伴う自閉症のある生徒の対人場面における思考力・判断力・表現力等を高め


ることを目的とする。所属校では，児童生徒の高等部卒業後の生活を見据え，教育活動全体を通して


社会的スキルに関する指導を行ってきた。しかし，生徒は，授業場面における社会的スキルは身に付


いたが，相手や場が異なると，身に付けたスキルを活用できていない。そこで，知的障害を伴わない


自閉スペクトラム症をはじめとする対人認知能力に困難がある人を対象として開発されたソーシャ


ルシンキングの考え方を基に，知的障害の特性に応じた指導・支援を取り入れたプログラムを作成・


活用した。アンケートによる生徒の変容の分析，行動観察による授業の評価基準における伸びの分析


及び授業での記述等から，ソーシャルシンキングの考え方を取り入れた本プログラムを活用すること


は，知的障害を伴う自閉症のある生徒の対人場面における思考力・判断力・表現力等を高めるために


有効であることが分かった。 







 


び背景を大事にすること，生徒自身が振り返っ


て，その成長及びできたことに気付くための評価


の在り様が大事であると述べている。 


これらのことから，知的障害のある生徒には，


「生活に結び付いた具体的な活動」「視覚化」「必


然性」 


「振り返り，評価の在り方」が大切であると考え


る。 


 


４ ソーシャルシンキングの考え方を取り入れ


たプログラム 


対人場面における実態把握の結果から，生徒


は，他者の考えを迅速且つ正確に読み取れないた


め，他者と一緒にいるときの行動調整が困難であ


ると考える。そこで，「視点どり」に重点を置き，


表のとおり作成した。（以下「プログラム」とす


る。） 


 


表 「プログラム」 


Mission 


ソーシャルシ


ンキングの考


え方 


知的障害の特性に応じた 


指導・支援 


１ 人の
行動を
読み取
ろう 


・目で考える 
・賢い推測をす
る 


・「考える・知
る・推測する」
の指導 


・生活に結び付いた場面を設定する。 
・枠や矢印を活用したり焦点化したりし，
全体像から細部を捉えさせる。 


・時間，場所及び人物を表す言葉とシンボ
ルマークを活用させ，状況を整理させ
る。 


２ 人の
気持ち
を考え
よう 


・目で考える 
・賢い推理をす
る 


・「考える・知
る・推測する」
の指導 


・対人行動マッ
プ 


・生活に結び付いた場面を設定する。 
・枠や矢印を活用したり焦点化したりし，
全体像から細部を捉えさせる。 


・時間，場所及び人物を表す言葉とシンボ
ルマークを活用させ，状況を整理させ
る。 


・気持ちを表す言葉とシンボルマークを活
用させ，相手の内面を視覚的に捉えやす
くする。 


３ 考え
て行動
しよう 


 ① 


・対人行動マッ
プ 


・情動とその変
化についての
指導 


・生徒の身近な対人場面を題材に，映像で
示し，自分の行動を振り返らせやすくす
る。 


・表情，声の調子及び気持ちを表す言葉と
シンボルマークを活用させ，映像から読
み取った情報を一致させやすくする。 


４ 行動
を振り
返ろう 


・対人行動マッ
プ 


・目標と行動の
違いを明確に
する 


・行動変容の四
つのステップ 


・生徒の様子を映像で示し，自分の行動を
振り返らせやすくする。 


・表情，声の調子及び気持ちを表す言葉と
シンボルマークを活用させ，映像から読
み取った情報を一致させやすくする。 


・文字及びイラストで示したステップ表を
活用させ，自分の行動がどの段階である
か把握させる。 


・映像で自他の行動を観察させ，具体的に
どう行動すべきかについて考えさせる。 


５ 考え
て行動
しよう
② 


・対人行動マッ
プ 


・賢い推測をす
る 


・行動変容の四
つのステップ 


・生徒の様子を映像で示し，自他の行動を
振り返らせやすくする。 


・ステップ表を活用させ，自分の行動を振
り返らせやすくする。 


・表情，声の調子及び気持ちを表す言葉と
シンボルマークを活用させ，映像から読
み取った情報を一致させやすくする。 


・矢印と図を用いて，行動による自他の気
持ちの変化に気付かせる。 


・実際にやってみたり役割を演じたりする
などの体験を通して理解できるよう，
ロールプレイをさせる。 


※対人行動マップを図に示す。 


 


図 対人行動マップ 


 


Ⅱ 研究のまとめ 


 


１ 研究の成果 


○ ソーシャルシンキングの考え方を基に，知的


障害の特性に応じた指導・支援を取り入れたプ


ログラムを作成することができた。 


○ 「プログラム」を活用することで，知的障害


を伴う自閉症のある生徒の対人場面における


思考力・判断力・表現力等を高めることができ


ることが分かった。 


 


２ 研究の課題 


○ 「プログラム」を活用して学習したことを，


他の場面で般化し，定着させることが難しい生


徒もいたことから，対人場面において適切な行


動があった際には，肯定的な評価で強化し，よ


り適切な行動が内在化できるようにしていく


必要がある。 


○ 学校生活だけでなく，家庭，地域及び就労先


等での生活を見据え，様々な対人場面を題材に


し，早期段階から継続的に指導を行う必要があ


る。 


 


【引用文献・参考文献】 
・ミシェル・ガルシア・ウィナー（2018）：『ソーシャル


シンキング 社会性とコミュニケーションに問題を抱える


人への対人認知と視点どりの支援』金子書房 


・稲田尚子（2016）：「１ ソーシャルシンキング」『発


達障害のある子の社会性とコミュニケーションの支援』金


子書房 


・文部科学省初等中等教育局特別支援教育課（平成25年）：


『教育支援資料～障害のある子供の就学手続と早期から


の一貫した支援の充実～』 


・文部科学省（平成30年）：『特別支援学校学習指導要領


解説 各教科等編（小学部・中学部）』開隆堂出版 


・独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（2012）：『災


害時における障害のある子どもへの支援』 


・菊地一文（2013）：『実践キャリア教育の教科書 特別


支援教育をキャリア発達の視点で捉え直す』学研教育出版 
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 広島県立教育センター教員長期研修生の研

究成果発表については，平成 29 年度から行っ

ている。 

アンケート結果から，是非活用したい又は

活用したいとの回答は，記入者全体の 95.6％

であった。 

今年度は，また「理論と実践を聞くことが

できて勉強になった。内容をそのまま日々の

指導に生かすことが難しくても，レベルの高

い教育実践を聞くことができて，やる気にな

った。」等，肯定的な意見が多く，長期研修生

の発表を共有できたことは成果があったと考

える。 
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(３) ポスター発表 

 学校名 タイトル 

① 
広島中央 

特別支援学校 

視覚障害児の思考力を育てるための対話的な学びを中心とした 

授業づくり 

② 
広島南 

特別支援学校 
聴覚障害教育の実際 

③ 尾道特別支援学校 
主体的・対話的で深い学びを目指した授業づくり 

～障害に応じたＩＣＴの活用と指導・工夫を通して～ 

④ 
尾道特別支援学校 

しまなみ分校 
障害に応じたＩＣＴの効果的な活用方法と指導・工夫 

⑤ 
県立広島 

特別支援学校 

主体的な学びを引き出す基盤を大切にした授業づくり 

肢体不自由部門：指導すべき課題の整理に焦点を当てて 

知的障害部門：障害特性に応じた環境整備に焦点を当てて 

⑥ 福山特別支援学校 
「重度・重複障害児のアセスメントチェックリスト」を活用した

授業改善のＡＰＤＣＡサイクルの構築と今年度の取組みについて 

⑦ 
広島西 

特別支援学校 
児童生徒の主体的な学びを促す授業づくり 

⑧ 
廿日市 

特別支援学校 
指導略案を活用した教育課程の改善 

⑨ 
福山北 

特別支援学校 

コミュニケーション能力を活用する児童生徒の育成 

～かかわり合う授業づくりを通して～ 

⑩ 
三原特別支援学校 

大崎分教室 

「自立と社会参加をめざした授業づくり」 

  ～考えて動く力の育成～ 

⑪ 呉特別支援学校 
児童生徒が,自ら考え,学びたくなる授業づくり（三年次） 

～児童生徒一人一人の学習評価を通して～ 

⑫ 
呉特別支援学校 

江能分級 
切れ目のない教材・教具の開発 

⑬ 庄原特別支援学校 
地域社会と連携した実践的学習 

～高等部の校内・校外での販売活動を中心に～ 

⑭ 
広島北 

特別支援学校 

ストーリー性のある単元・授業づくりの在り方 

－児童生徒の主体的な学びを実現するために－ 

⑮ 沼隈特別支援学校 
チャレンジと振り返りを通して『次への意欲』を育む授業づくり 

～『やってみよう！』『よし，やるぞ！』という姿を目指して～ 

⑯ 
黒瀬特別支援学校

安浦分級 

安浦分級閉級!!本校生徒との協働学習の機会の確保 

～ＩＣＴ機器（ipad と kubi）を活用した遠隔授業～ 

⑰ 
市立広島 

特別支援学校 

主体的・対話的で深い学びを目指し， 

思考を支える「ことば」の力を育むための授業づくり 

－「ことば」のイメージを広げ，深めようー 

 



   
 

アンケート結果から，是非活用したい又

は活用したいとの回答は，記入者全体の

89.9％であった。 

また，「実態把握に基づいて教育内容づく

りに尽力されていることが分かり，参考に

なる資料も多くあった。」「各校の学びの変

革アクションプランの取組について知るこ

とができた。」「支援具の実践例や授業づく

りの考え方を知ることができた。」等，肯定

的な意見が多かった。 

他校の研究の様子や提示された具体的な

教材から，各自の実践につながる多くのヒ

ントを得ることができたものと考える。さ

らに今回から，研究発表校以外の全校による発表としたことで，各校の状況を見比べた

り，自校の実践を振り返る機会にもなったと考えられる。 

 運営面では，見学の混雑を避けるため，入場者を２つに分けて実施したことや発表校

のスペースを大きく取ったことについては，「発表内容が分かりやすかった」との感想

が多く，効果的であったと考えるが，昼食休憩と同時進行のため，「十分にポスター・

展示発表を見られなかった。」との感想もあった。 

 

(４) 講演 

演題「共生社会の形成に向けた地域協働活動の推進とカリキュラムマネジメント 

              －主体的・対話的で深い学びの視点を踏まえて－」 

講師 弘前大学大学院教育学研究科 教授 菊地 一文 氏 
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アンケート結果から是非活用したい又は活用したいとの回答は，全体の 97.2％であっ

た。 

「対話の大切さ。日々生徒と係る中で対話から学ぶ。しっかり向き合うことを改めて

感じた。」「子供の学びの様子をたくさん紹介してくださり，学びの過程にも学べること

が多くあった。」「キャリア教育について大切にしたい３つのポイント(視点)について活

用していきたい。」など感想があった。 

また，「新学習指導要領を踏まえた授業づくりを進める上で，改善すべき部分のヒント

を得た。」との感想もあり，各現場で日々の実践をする上で大切なことは何かを考えるヒ

ントや，具体的にどうするかを参加者自身が考えることのできる内容であったと考える。 

 

(５) 新学習指導要領への実践 

今年度のアンケートを取る際に『新学習

指導要領』を踏まえ，関連の項目を設ける

ことした。 

本研究大会が，『新学習指導要領への実践』

につながるかどうかの質問に対しては，「思

う」との回答が，93.7％であった。 

各項目の中にも『新学習指導要領』との

関連が出されているが，「他の学校の実践例

を聞くことにより，改めて指導要領を見つ

めなおし，より理解し，実践することがで

きる。」という意見に代表されるように全体

として今回の研究大会が，その実践につな

がるとの実感を多くの参加者から得ること

ができた。 

 

 

5 全体を通して 

 今後に向けて，会全体に関する意見等をみると「発表する人以外は受け身になりやす

い。アクティブラーニングの要素を取り入れてほしい。」「ポスター発表を全てを見るこ

とができなかったので，どこかのＨＰで各校の発表内容が閲覧できるとよい。」「研究発

表についての助言が聞きたい。」等，会の運営方法の工夫を求める声もあった。研究大会

をより良いものにしたいという意味での御意見をいただいた。 

 また，今回は，事務局校のみならず，複数校での大会運営だったこともあり，運営面

での課題も見付けることができた。 

何より，「この大会に参加しよう」と思った会員が「参加してよかった」と思える内容

を提供できたことがアンケートから把握できたことは，県内のすべての特別支援学校で

「主体的・対話的で深い学び」に向けた教育実践に寄与できたという点で効果があった

と言えるのではないか。大会を継続する中で，さらに「県内の特別支援学校において『新

学習指導要領の全面展開』に向けた取組が進化すること」が期待できる。 
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1.3%
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い

0.6%


